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1/200→1割増

1/200→3割増

①元荒川広域氾濫（左岸 70.0km：鴻巣市）

A:200年に1回の確率で発生する洪水流量
（14,000m3/s）

B：約１割増の洪水流量（16,000m3/s）
(およそ500年に1回の確率で発生する洪水流量に相当）

C:約３割増の洪水流量（18,000m3/s)
（およそ1,000年に1回の確率で発生する洪水流量に相当）

AとBの最大浸水深の差 AとCの最大浸水深差

1

洪水流量の増加に伴い、大宮台地の東側な
どへはん濫域が拡大

注：図中の数字は、有効数字2桁により四捨五入した数値となっている。このため、浸水面積、浸
水域人口の増加割合と一致しない場合がある。

大宮台地
大宮台地

大宮台地

大宮台地 大宮台地春日部市 春日部市

金町 金町

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ３７，０００ ３７，０００

浸水域人口（人） １，３００，０００ １，３００，０００

２８０，０００

２００，０００

床上浸水（世帯） ２８０，０００

床下浸水（世帯） １９０，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ４３，０００ ５１，０００

浸水域人口（人） １，５００，０００ ２，１００，０００

５２０，０００

２７０，０００

床上浸水（世帯） ３７０，０００

床下浸水（世帯） １９０，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ４６，０００ ５８，０００

浸水域人口（人） １，６００，０００ ２，４００，０００

６３０，０００

２８０，０００

床上浸水（世帯） ３９０，０００

床下浸水（世帯） ２００，０００

Aとの比較 堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積 １８％増 ３７％増

浸水域人口 ２０％増 ６１％増

Aとの比較 堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積 ２６％増 ５６％増

浸水域人口 ２５％増 ８３％増

注）

・ 中小河川の堤防がはん濫水等によって決壊しない場合の計算結果を示した。

・ 中小河川の堤防は、モデル上、連続した壁状の構造物とした。

・ 中小河川の流域からの出水等も考えられることから、大河川のはん濫水については中小河川の河

道を通じた排水を評価していない。

・ 本資料における洪水流量は、河道整備が完了した時点において、ダム、調節地などの洪水調節施

設効果を見込まない場合の流量を記載。

• 東京都区部、埼玉県東南部の地盤高は数値地図5mメッシュ（国土地理院）、その他の地域は、
1/2,500国土基本図（各市区町村）を用いて設定

堤防決壊氾濫範囲：堤防
決壊による氾濫の影響を
受ける範囲



AとCの最大浸水深差AとBの最大浸水深の差

1/200→1割増

1/200→3割増

A:200年に1回の確率で発生する洪水流量
（14,000m3/s）

B：約１割増の洪水流量（16,000m3/s）
(およそ500年に1回の確率で発生する洪水流量に相当）

C:約３割増の洪水流量（18,000m3/s)
（およそ1,000年に1回の確率で発生する洪水流量に相当）

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

２

約３割増の場合には、江戸川区が浸水す
るとともに、葛飾区等ではん濫域が拡大

②荒川左岸低地氾濫（左岸 21.0km：川口市）

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

注：図中の数字は、有効数字2桁により四捨五入した数値となってい
る。このため、浸水面積、浸水域人口の増加割合と一致しない
場合がある。

中
川

中
川

綾
瀬
川

綾
瀬
川

堤防決壊氾濫範囲：堤防
決壊による氾濫の影響を
受ける範囲

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) １４，０００ １７，０００

浸水域人口（人） １，４００，０００ １，６００，０００

５３０，０００

１００，０００

床上浸水（世帯） ４９０，０００

床下浸水（世帯） ９３，０００

Aとの比較 堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積 ２４％増 ８７％増

浸水域人口 ２８％増 ４１％増

Aとの比較 堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積 ５％増 ３３％増

浸水域人口 ４％増 ９％増

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) １５，０００ ２３，０００

浸水域人口（人） １，５００，０００ １，７００，０００

６１０，０００

８７，０００

床上浸水（世帯） ５３０，０００

床下浸水（世帯） ７３，０００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) １８，０００ ３３，０００

浸水域人口（人） １，８００，０００ ２，２００，０００

７６０，０００

１３０，０００

床上浸水（世帯） ６４０，０００

床下浸水（世帯） １００，０００

注）

・ 中小河川の堤防がはん濫水等によって決壊しない場合の計算結果を示した。

・ 中小河川の堤防は、モデル上、連続した壁状の構造物とした。

・ 中小河川の流域からの出水等も考えられることから、大河川のはん濫水については中小河川

の河道を通じた排水を評価していない。

・ 本資料における洪水流量は、河道整備が完了した時点において、ダム、調節地などの洪水調

節施設効果を見込まない場合の流量を記載。

• 東京都区部、埼玉県東南部の地盤高は数値地図5mメッシュ（国土地理院）、その他の地域は、
1/2,500国土基本図（各市区町村）を用いて設定



1/200→1割増

1/200→3割増

③入間川合流点上流氾濫（右岸 53.2km:川島町）

A:200年に1回の確率で発生する洪水流量
（14,000m3/s）

B：約１割増の洪水流量（16,000m3/s）
(およそ500年に1回の確率で発生する洪水流量に相当）

C:約３割増の洪水流量（18,000m3/s)
（およそ1,000年に1回の確率で発生する洪水流量に相当）

３

洪水流量の増加に伴い、入間川合流点右岸
の浸水深が増加

AとBの最大浸水深の差 AとCの最大浸水深差

市野川→

注：図中の数字は、有効数字2桁により四捨五入した数値となっている。こ
のため、浸水面積、浸水域人口の増加割合と一致しない場合がある。

市野川→ 市野川→

市野川→ 市野川→

入間川 入間川 入間川

入間川 入間川

※入間川合流点上流の荒川右
岸地域の被害状況を算出

堤防決壊氾濫範囲：堤防決壊によ
る氾濫の影響を受ける範囲

堤防決壊氾濫範囲※ 越水氾濫含む※

浸水面積（ha) ２，９００ ３，０００

浸水域人口（人） １９，０００ １９，０００

４，８００

５００

床上浸水（世帯） ４，８００

床下浸水（世帯） ４４０

堤防決壊氾濫範囲※ 越水氾濫含む※

浸水面積（ha) ３，０００ ４，４００

浸水域人口（人） ２１，０００ ３２，０００

５，６００

３，６００

床上浸水（世帯） ５，５００

床下浸水（世帯） ３７０

堤防決壊氾濫範囲※ 越水氾濫含む※

浸水面積（ha) ３，２００ ５，８００

浸水域人口（人） ２２，０００ ３８，０００

６，３００

４，９００

床上浸水（世帯） ５，８００

床下浸水（世帯） ２６０

Aとの比較 堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積 １１％増 ９８％増

浸水域人口 １６％増 ９９％増

Aとの比較 堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積 ５％増 ４９％増

浸水域人口 １１％増 ６４％増

注）

・ 中小河川の堤防がはん濫水等によって決壊しない場合の計算結果を示した。

・ 中小河川の堤防は、モデル上、連続した壁状の構造物とした。

・ 中小河川の流域からの出水等も考えられることから、大河川のはん濫水については中小河川の河

道を通じた排水を評価していない。

・ 本資料における洪水流量は、河道整備が完了した時点において、ダム、調節地などの洪水調節施

設効果を見込まない場合の流量を記載。

• 東京都区部、埼玉県東南部の地盤高は数値地図5mメッシュ（国土地理院）、その他の地域は、
1/2,500国土基本図（各市区町村）を用いて設定



AとBの最大浸水深の差 AとCの最大浸水深差

1/200→1割増

1/200→3割増

４

約３割増の場合には、浜松町付近までは
ん濫域が拡大

A:200年に1回の確率で発生する洪水流量
（14,000m3/s）

B：約１割増の洪水流量（16,000m3/s）
(およそ500年に1回の確率で発生する洪水流量に相当）

C:約３割増の洪水流量（18,000m3/s)
（およそ1,000年に1回の確率で発生する洪水流量に相当）

④－１荒川右岸低地氾濫（右岸 42.8km：さいたま市）

注：図中の数字は、有効数字
2桁により四捨五入した
数値となっている。この
ため、浸水面積、浸水域
人口の増加割合と一致し
ない場合がある。

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ９，６００ ９，９００

浸水域人口（人） ７９０，０００ ７９０，０００

３３０，０００

１４，０００

床上浸水（世帯） ３３０，０００

床下浸水（世帯） １４，０００

Aとの比較 堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積 １５％増 １４０％増

浸水域人口 ７％増 ７０％増

Aとの比較 堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積 １２％増 ６９％増

浸水域人口 ６％増 ３７％増

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) １１，０００ ２４，０００

浸水域人口（人） ８４０，０００ １，３００，０００

４８０，０００

８５，０００

床上浸水（世帯） ３６０，０００

床下浸水（世帯） ８，６００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) １１，０００ １７，０００

浸水域人口（人） ８４０，０００ １，１００，０００

３８０，０００

８５，０００

床上浸水（世帯） ３５０，０００

床下浸水（世帯） １４，０００

注）

・ 中小河川の堤防がはん濫水等によって決壊しない場合の計算結果を示した。

・ 中小河川の堤防は、モデル上、連続した壁状の構造物とした。

・ 中小河川の流域からの出水等も考えられることから、大河川のはん濫水については中小河

川の河道を通じた排水を評価していない。

・ 本資料における洪水流量は、河道整備が完了した時点において、ダム、調節地などの洪水

調節施設効果を見込まない場合の流量を記載。

• 東京都区部、埼玉県東南部の地盤高は数値地図5mメッシュ（国土地理院）、その他の地域
は、1/2,500国土基本図（各市区町村）を用いて設定



AとBの最大浸水深の差 AとCの最大浸水深差

上流域で越水はん濫が生じているが、
堤防決壊箇所からのはん濫のみ表示

上流域で越水はん濫が生じているが、
堤防決壊箇所からのはん濫のみ表示

上流域で越水はん濫が生じているが、
堤防決壊箇所からのはん濫のみ表示

1/200→1割増

1/200→3割増

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満
５

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

上流域で越水はん濫が生じているが、堤防決壊
箇所からのはん濫のみ表示

上流域で越水はん濫が生じているが、堤防決壊
箇所からのはん濫のみ表示

洪水流量の増加に伴い、荒川、隅田川等
の堤防に囲まれる北千住付近で浸水深
が増加

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

④－２荒川右岸低地氾濫（右岸 21.0km：北区）

注：図中の数字は、有
効数字2桁により
四捨五入した数値
となっている。この
ため、浸水面積、
浸水域人口の増
加割合と一致しな
い場合がある。

堤防決壊氾濫範囲：堤防決壊に
よる氾濫の影響を受ける範囲

北千住北千住 北千住北千住

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ５，３００ １２，０００

浸水域人口（人） ７１０，０００ １，３００，０００

４８０，０００

８２，０００

床上浸水（世帯） ３１０，０００

床下浸水（世帯） １２，０００

Aとの比較 堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積 １８％増 １３０％増

浸水域人口 １７％増 ６３％増

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ５，４００ １９，０００

浸水域人口（人） ７２０，０００ １，５００，０００

５７０，０００

６６，０００

床上浸水（世帯） ３２０，０００

床下浸水（世帯） ８，３００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ６，２００ ２９，０００

浸水域人口（人） ８４０，０００ ２，１００，０００

６８０，０００

２１０，０００

床上浸水（世帯） ３３０，０００

床下浸水（世帯） ４６，０００

Aとの比較 堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積 ２％増 ５０％増

浸水域人口 １％増 １４％増

C:約３割増の洪水流量（18,000m3/s)
（およそ1,000年に1回の確率で発生する洪水流量に相当）

B：約１割増の洪水流量（16,000m3/s）
(およそ500年に1回の確率で発生する洪水流量に相当）

A:200年に1回の確率で発生する洪水流量
（14,000m3/s）

注）

・ 中小河川の堤防がはん濫水等によって決壊しない場合の計算結果を示した。

・ 中小河川の堤防は、モデル上、連続した壁状の構造物とした。

・ 中小河川の流域からの出水等も考えられることから、大河川のはん濫水については中小河

川の河道を通じた排水を評価していない。

・ 本資料における洪水流量は、河道整備が完了した時点において、ダム、調節地などの洪水

調節施設効果を見込まない場合の流量を記載。

• 東京都区部、埼玉県東南部の地盤高は数値地図5mメッシュ（国土地理院）、その他の地域
は、1/2,500国土基本図（各市区町村）を用いて設定



5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

AとBの最大浸水深の差 AとCの最大浸水深差

1/200→1割増

1/200→3割増

⑤江東デルタ貯留型氾濫（右岸 10.0km：墨田区）

６

約１割増、約３割増の場合には、深川周
辺が浸水

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

上流域で越水はん濫が生じているが、堤防
決壊箇所からのはん濫のみ表示

上流域で越水はん濫が生じているが、堤防
決壊箇所からのはん濫のみ表示

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

5.0m以上

2.0m以上5.0m未満

1.0m以上2.0m未満

0.5m以上1.0m未満

0.5m未満

注：図中の数字は、有
効数字2桁により
四捨五入した数値
となっている。この
ため、浸水面積、
浸水域人口の増
加割合と一致しな
い場合がある。堤防決壊氾濫範囲：堤防決壊に

よる氾濫の影響を受ける範囲

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ３，３００ １０，０００

浸水域人口（人） ５５０，０００ １，１００，０００

４１０，０００

７５，０００

床上浸水（世帯） ２４０，０００

床下浸水（世帯） ４，７００

Aとの比較 堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積 ８％増 ６１％増

浸水域人口 ６％増 １８％増

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ３，５００ １７，０００

浸水域人口（人） ５９０，０００ １，３００，０００

５００，０００

６２，０００

床上浸水（世帯） ２５０，０００

床下浸水（世帯） ４，１００

堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積（ha) ３，６００ ２７，０００

浸水域人口（人） ５９０，０００ ２，０００，０００

６４０，０００

１７０，０００

床上浸水（世帯） ２５０，０００

床下浸水（世帯） ３，４００

Aとの比較 堤防決壊氾濫範囲 越水氾濫含む

浸水面積 ９％増 １６０％増

浸水域人口 ６％増 ７２％増

C:約３割増の洪水流量（18,000m3/s)
（およそ1,000年に1回の確率で発生する洪水流量に相当）

B：約１割増の洪水流量（16,000m3/s）
(およそ500年に1回の確率で発生する洪水流量に相当）

A:200年に1回の確率で発生する洪水流量
（14,000m3/s）

注）

・ 中小河川の堤防がはん濫水等によって決壊しない場合の計算結果を示した。

・ 中小河川の堤防は、モデル上、連続した壁状の構造物とした。

・ 中小河川の流域からの出水等も考えられることから、大河川のはん濫水については中小河

川の河道を通じた排水を評価していない。

・ 本資料における洪水流量は、河道整備が完了した時点において、ダム、調節地などの洪水

調節施設効果を見込まない場合の流量を記載。

• 東京都区部、埼玉県東南部の地盤高は数値地図5mメッシュ（国土地理院）、その他の地域
は、1/2,500国土基本図（各市区町村）を用いて設定


